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自然はすばらしい!! 
 わたしは、川越市に在住してかれこれ 30 年をすぎる。生まれ育っ

た故郷より永くなった。思

いおこすに、生まれ育った

地には緑が少なかった。小

中学校の校庭は、アスファ

ルトで覆われた猫のひたい

ほどであった。しかし、思

い出は、公園の池で魚とり

をして叱られたこと、公園

の小川やお堀端にザリガニ

をとりに行ったこと･････。「自然とのふれあい」は少年期の記憶のな

かに鮮明にのこっている。 

 この地にきてから何年かは、緑にふれ、自然にふれることはあまり

なかった。それでも深夜帰宅するとき夜空の星座をあおぎみて心が癒

された。星空やそよ風が失われていく。･････30 年まえの環境に戻せ

たらどんなにすばらしいことか。 

 川越市は、市民として誇れる歴史と文化と緑のまちである。市内に

は樹齢数百年の樹木が 300本以上あるといわれている。これらの樹木

は、つねに暮らしと共にあったし、「心のありか」として文化遺産と

して守り大切にしていきたい。富士見櫓跡にある力強く伸びたたくま

しいクスノキを仰ぎ見て、心をひきつけられる不思議な力に。また、

川越市森林公園計画地の里山の一角、高さ 15m以上、幹まわり 1m以

上あるソロの木（アカシデ）にロープ 1 本でのぼり、ひとりで 50cm

以上もある枝を静かに切り下ろし、そしてひとりで根元から切り倒す

「ツリー・クライマー」の迫力をみて･･････自然はわれわれに感動を

与えてくれる。 

 これからも自然とふれあい生物多様性のなかで生活できるように

したい。すばらしい自然を、すばらしい環境を、そして感動を、「次

の世代」にバトンタッチできればと思う。･･････「自然に触れられる

ような環境を、自然は好奇心を育む」 

 かわごえ環境ネット理事 宮澤宏次 
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かわごえ環境ネットの活動報告 
「（仮称）川越市森林公園」計画地 虫の観察会報告 自然環境部会

  
観察会の様子

 
ニイニイゼミの羽化 

 
トゲアリ 

日時：2008年 7月 20日（日）9:30～12:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル）、（仮称）

川越市森林公園計画地 

参加者：一般・本会会員 計 40名 

講師：埼玉昆虫談話会 内田正吉さん、NPO 武

蔵丘陵森林公園の自然を考える会 谷津弘子さ

ん (財)埼玉県生態系保護協会 稗島英憲さん 

 「虫の観察会」は毎年関心が高いのか、すぐ

に申し込み枠をオーバーしてしまいます。それ

だけ身の回りに虫がいなくなったということで

しょう。そしてほとんどが親子連れで、小さな

子どもが虫網をもって嬉々としている様はいつ

もの観察会とはちょっと違った雰囲気です。 

 林に入ってすぐ参加者の足が止まりました。

樹上で今まさにニイニイゼミの羽化が進行中で

した。やっと羽を広げ終えると、「よくあんな小

さな中に入っていたね。」という声が聞かれまし

た。これから先、ニイニイゼミの抜け殻はよく

見つかりました。 

 「ほーら、でっかいミミズだぞー」「ぼくにも

さわらせて！」参加しているチビッコたちは、

さすがに虫は平気です。この雑木林は貧弱では

ありますが、食物連鎖のピラミッドができてい

るので分解者たるミミズやシデムシの類がけっ

こういます。今の時期はクモ、チョウ、カメム

シ、バッタ類などが成長期でよく見つかりまし

た。講師の内田さんは参加者が見つけた虫がど

んなものを食べてどんな暮らしをしているかな

ど、わかりやすく説明してくれました。 

 また、子どもを連れてきた若いお父さんやお

母さんが熱心に質問をしたり、メモを取ったり、

デジタルカメラで写真を撮ったりしているのが

印象的でした。子どもにも「ほら、見て。○○

だってよ」などと働きかけているのです。たぶ

ん、親世代も昔ほどは自然のままの生き物に触

れるチャンスがなかったのでしょう。そのよう

な意味で、今回のような観察会も意義があるの

かと思いました。 

（賀登環）
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川越百万灯夏まつりの「小江戸川越打ち水風情 2008」 

 
川越市長のあいさつ 

 
打ち水をする子どもたち 

 

 2008 年 7 月 26・27 日に開催された川越百万

灯夏まつりのオープニングを飾る「小江戸川越

打ち水風情 2008」に今年も参加しました。川越

市内の 5つのロータリークラブ（川越、川越西、

川越南、川越東、川越中央）主催で今年の実行

委員長は川越西の銅直氏（(株)ビー・エル・ビ

ルド）です。 

 開会式の舟橋市長の挨拶では「川越市地球温

暖化対策条例」についての説明もあり、参加者

にとっては身近な環境活動のひとこまになるイ

ベントでした。 

 埼玉りそな銀行前の 14:00 時点では気温 32.

3℃、路面 42.8℃でしたが、打ち水 10分後では

気温 28.7℃、路面 37.6℃となり、気温・路面温

度とも急激な下がり方でした。この日は、多少

曇り空だったので、昨年と違って気温の変化が

大きかったのだと思います。5℃近くも下がると

「打ち水」効果が実感できてうれしいものです。 

 各家庭で雨水や風呂の残り水を使っての「打

ち水」が暑い夏を乗り切る市民の環境活動とし

て定着してほしいものです。 

（横山三枝子）

 

かわごえ環境ネット会員からの報告

中央公民館と小江戸塾で「龍池弁天」湧き水探検

 
龍池弁天で観察する参加者たち 

 

 川越市内小仙波にある湧き水「龍池弁天」を

中心に、中央公民館主催、川越シニア大学「小

江戸塾」の応援による「親子湧き水探検」が 8

月 7 日、6 組の参加で開かれました。付き添っ

て解説した「小江戸塾」の人の中にはかわごえ

環境ネットの会員の姿もありました。 

 喜多院斎場裏の「仙芳仙人塚」「小仙波貝塚」

から「龍池弁天」を見学、次に新河岸川横を歩

くとびっしり葦が生えており、清流に程遠い姿

にがっかりしていました。日高街道横の「はな

ぎ湧水公園」を経由し、総合福祉センターオア

シス駐車場横の溝でザリガニ捕りに興じた後に

立ち寄った浮島神社の池は、汚れていて生き物

がいないのに驚いていました。 

 豊富な湧き水の昔話が伝えられている川越で

すが、今のままでは子どもに胸を張って語れる

状況にない寂しさを感じました。 （武田侃蔵）
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自然の涼「緑のカーテン」～川越市立仙波町保育園～

 自然の涼を取り入れるため、

緑のカーテンを導入している

小学校などの学校機関が多く

なっています。紹介するのは、

川越市立仙波町保育園の緑の

カーテンです。昨年からチャレ

ンジし、今年は大成功。 

 6月に苗を植え、8月には写

真のように 2 階のベランダを

覆うほどに成長しました。1歳

児クラスから 2 歳児クラスに

かけて、朝顔とゴーヤが覆って

います。この他にも西日のあた

る 0 歳児クラスとその上の階

の 4 歳児クラスの壁面緑化に

取組んでいます。 

 緑のカーテンと壁面緑化を

導入するきっかけは、川越市が

行っている緑化モデル事業に

名乗りを上げたことです。 

 夏の暑さで室温はかなり上

昇します。エアコンを取り付け

ているクラスはいくつかある

ものの、古いエアコンのためあ

まり冷えないのが実情です。夏

の暑さに対する熱中症への対

策も考慮して、緑のカーテンや

壁面緑化を導入することで、エ

アコンの効きをよくし、かつ光

熱費の節約も期待してのこと

です。実際に、緑化に取組んだ

ことで、保育士の方々は冷房効

率が改善され、以前よりクラス

で涼しく過ごせるようになっ

たことを実感していました。 

 保育園で緑のカーテンを導

入することは、熱中症対策や光

熱費抑制だけでなく、なにより

も幼児の感性への好影響に期

待します。緑のカーテンが涼を

もたらす仕組みを幼児が知る

必要はありません。それよりも、

水遣りをすることで苗が成長

し実をつけること、つまり、土

と太陽と水が苗を成長させる

という、生命の成長過程を毎日

目で見て体感することのほう

が幼児にとってはどれほど影

響が大きいだろうと個人的に

思います。 

 緑のカーテンへの取り組み

が、保育園や幼稚園などでます

ます広がり、緑豊かな街になっ

てくれると、わが街への愛着も

さらに湧いてくるように思い

ました。 

 

（飯島希）

 
収穫したゴーヤは 

給食に使われたりします

見た目も涼しげな朝顔の青紫色 
 

西日があたる壁面の緑化に 
取り組んでいます 
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「伊那テクノバレー地域センター・リサイクルシステム研究会」研修を行って 
 川越環境保全連絡協議会

 川越環境保全連絡協議会で「伊那テクノバレ

ー地域センター・リサイクルシステム研究会」

（以下研究会という）を訪問し、この団体が行

っている活動の研修を行いました。この研究会

は、事業者の団体で「産業廃棄物研究会」とし

て事業所から出る廃コピー用紙の共同リサイク

ルをめざし活動を始めています。この成果も大

きいのですが、ここでは、地域住民を巻き込ん

だスケールの大きい活動について紹介します。 

1.天竜川水系環境ピクニック 

 毎年 1 回、5 月の日曜日午前、天竜川水系の

環境ピクニック（河川敷のごみ拾い）を行って

います。すでに 15回実施され、今年は 104事業

所から 4,881 名の参加があったそうです。どう

してこんなに人集めができたのか、興味深いと

ころはありますが、事業所のヘッドが積極的に

応援し、たとえば昼は事業所単位で弁当を支給

したり、バーベキューをしたりしていますし、

けがなどについても事業者が保険をかけ、参加

者はあくまでボランティアとして活動していま

す。ピクニックと命名したのは遊び気分で親子

の参加をお願いするためだそうです。 

2.天竜川水系健康診断 

 毎年 1回天竜川水系の水質調査を行っていま

す。最初は人集めに苦労したようですが、新聞

に掲載されたのを契機に事業者などで協力者が

現れ、一般市民なども参加して行われています。

この調査の特長は、24時間の中で 2時間ごとに

サンプリングしてパックテストを行っているこ

とです。したがって悪天候も問題ですが、電気

のない暗い所で測定する苦労を話していました。

49か所で行われ、時間ごとのデータがすでに 1

0年分集まっています。初期投資は 250万円で、

助成金によりパックテストの購入などに当てら

れたそうです。もちろん測定者はボランティア

です。 

3.親子で水質調査 

 事業所ごとに社員が親子で家の近くの水を採

取して、パックテストにより pHや CODなどを

測定するものです。目玉は、家庭ごとに 1枚提

出してもらった測定風景写真を研究会がきれい

な小冊子に製本し、測定結果と一緒に掲載して

いることです。応募者が多く、また過去の記録

の中で自分を発見することを子供たちは楽しん

でいるということです。 

 以上、上には上の活動があることに感心しま

した。            （村上正明） 

＜関連サイト＞(財)長野県テクノ財団 伊那テ

クノバレー地域センター 

http://www.valley.ne.jp/~ina-tec/

近隣市の環境活動についての報告

狭山市の環境活動報告

1）生ごみリサイクル参加世帯は漸増 

 2007年 1月にかわごえ環境ネット社会環境部

会で狭山市の「生ごみリサイクル事業」を視察

しましたが、この 8月 21日現在で参加世帯数は

4,824世帯、ステーション数は 917箇所と、1年

半余で 2割以上の参加世帯が増えました。しか

し、生ごみの処理量は世帯数の増加に比例して

増えず、全体のごみ処理コストから見ると、運

搬や焼却経費において顕著な節減につながって

いないのが実情であります。循環型社会形成の

ための厳しい道程の一つでありましょう。 

2）「歩きたばこ等の防止に関する条例」施行７

か月 

 所沢市に続いて「狭山市歩きたばこ等の防止

に関する条例」を制定、今年の 1月から施行、5

月 1日から狭山市駅、入曽駅、新狭山駅、稲荷

山公園駅の 4駅周辺を路上喫煙禁止地区に指定、

路面ステッカーを貼り、携帯灰皿とティッシュ
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を配って啓発に努めています。昨年度 340万円、

今年度は 40万円をかけ、条例の徹底化に努めて

います。 

3）市立博物館で「環境展」開催 

 夏休み中の小中学生向けに、7月 19日から 9

月 7日まで「環境ってなぁ～に？」と題した環

境展を狭山市立博物館で開いています。環境問

題をさまざまな切り口で解説するとともに、親

子ふれあい教室、ミニソーラーカー、ミニ ASI

MO 作りなどのイベントを行い、今は「さやま

子ども環境カルタ」の展示を行っています。 

4）さやま環境市民ネットワーク NPOで 1年 

 平成 15年にスタートした「さやま環境市民ネ

ットワーク」は、昨年 NPO 法人として再スタ

ートしました。広報誌も「さやか」とし、市か

らの受託事業も加えて活動の活性化に努めてい

ます。9 月 21 日（日）13:30 から、さやま市民

会館大ホールで一周年記念事業を行い、映画「不

都合な真実」も上映します。 

（武田侃蔵）

 

川越市からのおしらせ

市民環境調査「セミのぬけがら調査」について 環境政策課 

 

 

 8月 2日（土）9時 30分から、農業ふれあい

センターと伊佐沼公園冒険の森において市民環

境調査「セミのぬけがら調査」を実施し、22名

の方が参加しました。農業ふれあいセンターに

おいて講師の方からセミの生態、種別、その他

の昆虫の話や自然観察の実施方法を教えていた

だいた後、伊佐沼公園冒険の森に移動し、セミ

のぬけがらを収集しました。農業ふれあいセン

ターに戻り、収集したセミを、虫眼鏡等を使用

して種別毎に分けました。多数の参加者から「セ

ミの種別の見分け方が勉強できた」「たくさんの

セミのぬけがらを集めることができて楽しかっ

た」という感想が聞かれました。今後調査結果

をまとめて報告書を作成する予定です。 

（環境政策課） 

 

第 14回夏休み親子リサイクル体験ツアーについて 資源循環推進課 
 8月 19日（火）・20日（水）に東清掃センタ

ー及びリサイクルセンターにおいて、夏休み親

子リサイクル体験ツアーを開催しました。8月 1

9日（火）は 23名、20日（水）は 24名の親子

が参加し、ごみ処理施設の見学、紙すきの体験、

廃材を利用した工作を実施しました。 

 多数の参加者から、「リサイクルに対しての意

識が高まった」「楽しい 1日だった」という感想

が聞かれました。    （資源循環推進課） 
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理事会・専門委員会からの報告

理事会 
■第 94回理事会（7月 24日） 

・設置を検討しているかわごえアジェンダ 21

推進委員会における委員選出のあり方について

議論を行い、当面は理事を中心とするメンバー

で運営し、必要に応じて委員の選出依頼等を検

討することになりました。 

・「小江戸川越打ち水風情 2008」の開催通知に

本会の参加が記載されているため、横山副理事

長が参加することになりました。 

・2 月に開催予定の第 7 回かわごえ環境フォー

ラムに関する実行委員会を設置し、8月 25日に

第 1回委員会を開催することにしました。 

・8月の理事会は休会となりました。 

（小瀬博之） 

社会環境部会 
 平成 20 年度第 5 回の社会環境部会の定例会

が、8月 13日、猛暑のなか市役所 7G会議室で

9名の参加で開かれました。 

 はじめに事務局より、9月 11日と 25日に開

かれる県民向けの「リスクコミュニケーション

研修会」の募集案内などの説明がありました。 

1）7 月 24 日に開かれた理事会の報告がありま

した。 

2）地球温暖化対策グループでは、10月 19日に

さいたま市でひらかれる「ストップ温暖化 SAI

TAMAフェア」に、かわごえ環境ネット代表と

して、渡辺代表の「太陽光発電 10年のデータ」、

松岡さんが「カーボン・マイナス県民フォーラ

ム」で発表した「省エネ生活の記録」の 2点を

展示することについて了承しました。 

3）環境保全および改善のグループ代表の原嶋

さんから、8月 26日に早稲田大学構内で開かれ 

る「第 16 回生ごみリサイクル交流会 2008」の

ネット会員の参加を、原嶋、武田、松岡、浅見

の 4名としたこと、7月 31日に寄居で開かれた

「みどりと川の再生埼玉フォーラム」に参加し

て、知事の積極的な姿勢を紹介する報告があり

ました。また、北公民館での「野菜栽培講座」

の開設、「川の清掃活動のイベント化」につい

ての検討状況の説明がありました。 

4）まち美化グループの代表の武田さんから、7

月 13日の例年の「郊外クリーン活動」と、7月

26・27日に行われた「川越百万灯夏まつり」の

まち美化対策について報告がありました。 

5）11月 15日の「第 8回北公民館かんきょう祭

り」のテーマが「私たちも始めよう環境行動」

とし、かわごえアジェンダ 21 の啓発を念頭に

おいたとの報告が、同イベントの実行委員長で

もある武田さんからありました。 

（社会環境部会代表：渡辺利衛）

自然環境部会 
 7月 13日（日）に、仙波河岸史跡公園におい

て第 3回・自然環境パトロールと第 2回・植物

調査が、総勢 7名の参加で行われました。毎回

並行して行っている小仙波の龍池弁財天の自然

環境パトロールでは、弁財天祠のある高台から

湧水池に至る斜面全体に除草剤が散布されてい

るのを確認しました。これによる絶滅危惧種水

生植物の生息する湧水池の水質汚染や周辺に住

む人達への健康被害も心配されます。早急に川

越市とも相談して、対処して行きたいと思いま

す。 

 7月 18日（金）に、川越市役所 5階打合せフ

ロアーにて池辺公園の保全協力に関する打合せ

会が公園整備課と総勢 7名の参加で行われまし

た。 

 7 月 20 日（日）に、（仮称）川越市森林公園

計画地において虫の観察会が開催されました

（詳細は報告記事参照）。 
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 8月 8日（金）に、川越市役所 7G会議室にて

8月度・自然環境部会定例会が総勢 11名の参加

で開催されました。 

 「残された平地林の保全グループ」からは、

（仮称）川越市森林公園計画地での虫の観察会

の報告と、今後予定している植物調査やキノコ

の観察会についての報告がありました。「水辺の

自然の保全と再生グループ」からは、池辺公園

の保全活動に関する公園整備課との打合せ結果

報告と、キツネノカミソリの露出した球根の移

植活動を 8月 11日（月）に実施することを決定

しました。また、かすみ湧水堀におけるホタル

の里づくりに向けてのホタル繁殖状況の報告と、

川越市と協働するビオトープ池と湧水堀の草刈

作業を 8月 18日（月）に行うことで決まりまし

た。 

 事務局からは、リスクコミュニケーション研

修会への案内と、住まいの省エネ性能診断への

応募案内がありました。 

（自然環境部会代表：大辻晃夫） 

かわごえアジェンダ 21推進委員会 
 2 回の準備会を第 1 回・第 2 回の委員会とし

た上で、8月 25日に第 3回の委員会を開催しま

した。 

 委員から委員長を選出し、理事長（小瀬）を

委員長として、他の役職については必要に応じ

て今後検討していくことになりました。 

 今後の事業として、まずチェックシートを実

施することによって、かわごえアジェンダ 21

の普及を図ることにしました。9 月に実施する

横山副理事長が講師を務める講座、11 月 9 日

（日）に開催される「2008アースデイ・イン・

川越 立門前」、11 月 15 日（土）に開催される

「北公民館かんきょう祭り」、12 月 6 日（土）

に小瀬が講師を務める市民大学講座等において

実施することになりました。特に、「アースデ

イ・イン・川越」における実施方法（場所・人

員・機器・費用）を検討しました。 

 個人・事業者・民間団体の取組の把握につい

ては、「かわごえ環境フォーラム」において作成

する「かわごえ環境活動報告集」の募集要項の

作成を同実行委員会にて検討すること、会員向

けの年次報告アンケートについては、今後書式

を検討することになりました。 

 川越市自治会連合会から口頭で話のあった環

境事業の提案については、次回 9月 25日の委員

会までにアイデアを各委員で検討して持ち寄る

ことになりました。 

（委員長：小瀬博之） 

第 7回かわごえ環境フォーラム実行委員会 
 2009 年 2 月 21 日（土）にクラッセ川越を会

場に行われる「第 7回かわごえ環境フォーラム」

の実行委員会が設置されました。 

 委員は前回と同じ委員とし、各部会には、変

更の確認を依頼しました。委員から委員長を選

出し、横山副理事長が委員長になりました。 

 多目的ホールにおける当日の催事内容を検討

し、環境活動報告会、展示会、かわごえ環境ネ

ットの活動報告並びに講演会を実施する方向で

具体的な検討を次回以降に行うことになりまし

た。特に、講演会の講師について、市民向けを

念頭に置いて、案を持ち寄ることにしました 

 クラッセ川越の各階の施設へのイベントの依

頼及び企画状況について、横山委員長から報告

がありました。 

 後援依頼については、前回後援いただいた企

業に加えて依頼する企業について検討しました。 

 「かわごえ環境活動報告集」の募集依頼を 10

月号の本誌で先行掲載するとともに、10 月 25

日広報川越へ掲載することとなり、原稿を次回

委員会9月25日までに作成することにしました。 

（小瀬博之） 
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これから開催されるイベントのおしらせ等

かわごえ環境ネット主催・出展行事  （★●◆については P.12を参照） 
★（仮称）川越市森林公園計画地 樹木調査 

日時：9月 9日（火）9:30-12:30 

集合場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

持ち物：筆記具 

問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 

 公有地の藪状のエリアでの調査。事前連絡は

いりません。 

●社会環境部会（2008年 9月度） 

日時：9月 10日（水）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

（川越市元町 1-3-1） 

 毎月第 2水曜日に開催。次々回は 10月 8日。 

●自然環境部会（2008年 9月度） 

日時：9月 12日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

 毎月第 2金曜日に開催。次々回は 10月 10日。 

◆広報委員会（2008年 9月度） 

日時：9月 17日（水）13:00-14:00 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

★（仮称）川越市森林公園計画地 キノコの観察会 

日時：9月 21日（日）9:30-12:30 

集合場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

講師：大久保彦さん、持ち物：筆記具等、

参加費：100円（保険代） 

◆理事会（第 95回） 

日時：9月 25日（月）15:00-17:00 

場所：川越市役所地階修養室 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 2回） 

日時：9月 25日（月）17:00-18:00 

場所：川越市役所地階修養室 

◆かわごえアジェンダ 21推進委員会（第 4回） 

日時：9月 25日（月）18:00-19:00 

場所：川越市役所地階修養室 

 
会員・関係団体の主催行事 
●特定非営利活動法人 

 武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

☞森林公園自然観察会 

◆ 9 月 8 日（月） 

 9 月はススキを利用している花やクモを

観察します。ススキの根本に寄生するナン

バンギセルの赤紫色の花や、ススキの葉を

使ってクモの糸に「卵のう」をぶら下げて

いるトリノフンダマシの仲間を探しましょ

う。コオロギ類の声も楽しみましょう。 

◆ 10 月 28 日（火） 

 10月は、可憐な花を咲かせるセンブリや

センボンヤリの花を観察します。センブリ

は全草に苦味があり、薬草としても知られ

ております。ぜひお出かけ下さい。 

 10:20国営武蔵丘陵森林公園南口に集合、

15:00 過ぎ終了解散。参加費 200 円、入園

料は必要。お弁当持参のこと。 

以上の問い合わせ先：谷津弘子 

Tel./Fax.049-224-9118 

●クリーン&ハートフル川越 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・

放置自転車」のゼッケンをつけて、まち美

化啓発運動 

1. 第 1 火曜日・第 2 木曜日・第 4 土曜日

の 13:30-15:00 

◆9月 2日（火）・11日（木）・27日（土） 

◆10月 7日（火）・9日（木）・25日（土） 

場所：川越駅東口アトレ横歩道橋下集合。

 市役所等まで、数方向に分れてまち美化

活動を実施し、分別して市役所のごみ置き

場にまとめます。約 2時間の予定です。 

2. 第 3日曜日・9:30-11:00 

◆9月 21日（日） 

場所：本川越駅交番横集合。数方向に分か

れて中央公民館まで 2時間の活動予定。 
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3. 川越まつり特別対策 

◆10月 18日（土）・19日（日） 

 10月の第 3日曜日の 19日は、「川越まつ

り特別対策」で、前日の 18日（土）とあわ

せて、活動内容を 10月号に詳報します。今

から応援のご予定を立てておいてください。 

以上の問い合わせ先：武田侃蔵 

Tel.090-2521-5770 

●福原ファームクラブ 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆9月 13日（土）16:00-18:00 

ブロッコリーの植え付け体験 

◆10月 11日（土）10:00-12:00 

集合：明見院（川越市今福 677，今福交差

点から南西方向に約 1km、埼玉県道 8号川

越入間線沿い） 

持ち物：水筒、タオル、軍手等 

参加費：100円 

問い合わせ先：事務局 横山三枝子 

Tel./Fax.049-246-9319 

●川越市 

☞（仮称）川越市地球温暖化対策地域推進

計画〔素案〕に対する意見募集 

◆9月 9日（火）消印有効 

 川越市における温暖化対策を総合的かつ

計画的に推進するため、温室効果ガスの削

減目標やその達成に向けての対策を体系的

に定めるものです。 

 内容の閲覧・意見の提出は、川越市ホー

ムページからが便利です。 

問い合わせ：川越市環境政策課地球温暖化対策

担当（Tel.049-224-5866, Fax.049-225-9800） 

●(財)埼玉県生態系保護協会 

 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

☞伊佐沼探鳥会 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口

近くの蓮見橋 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆9月 14日（日） 

 まだ暑い毎日ですが、鳥の世界では秋を

迎えます。北の国での繁殖を終えた鳥達（シ

ギやチドリの仲間）は、今年育った若鳥た

ちと一緒に南の国へ渡って行きます。この

鳥たちは、伊佐沼では春と秋にだけ観察で

きます。 

◆10月 12日（日） 

 カモの渡りが始まり、先発隊のコガモ、

オナガガモが到着します。天高い青空に、

モズの高鳴きが聞かれます。南の国へ帰る

夏鳥と、北の国からの冬鳥の両方に会える

ので、1 年のうちでも、多くの種類の鳥に

出会える月です。 

以上の問い合わせ先：笠原啓一 

Tel.049-222-0957 

 

 

広報委員会からのおしらせ・編集後記 
●会員からの活動報告・告知等を随時募集 

 会員の活動報告を 400字程度でぜひお知らせ

ください。写真も掲載可能です。電子データで

いただけると助かります。また、本会会員や関

連団体等が主催する公開イベント等の情報の掲

載等も受け付けています。2008年 10月号（No.

024，9 月下旬発行予定）の掲載原稿は、9 月 1

5 日（月・祝）事務局必着です。詳しくは、か

わごえ環境ネット事務局までお問い合わせくだ

さい。 

 

●「かわごえアジェンダ 21」の配布について 

 2008年 1月に策定された川越市環境行動計画

「かわごえアジェンダ 21」ですが、2月 24日に

行われたかわごえアジェンダ 21 記念講演会で

配布されたのみで、会員のみなさま全員にはお

送りしていません。川越市ホームページからも

本編のすべて、また、チェックシートが入手で
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きますが、冊子が必要な方は、本会事務局まで

申しつけください。なお、川越市役所本庁舎 5

階にある環境政策課窓口でも配布しています。 

 

●「エコライフ DAY2008」にチャレンジ（9月

30日まで取組結果を事務局へお送りください） 

 7 月の郵送資料でお送りしている「エコライ

フ DAY2008」。もう挑戦してみましたか。夏の

キャンペーン期間は、9月 30日までとなってい

ます。かわごえ環境ネットで取り組んだ成果に

ついては、集計して埼玉県に報告しますので、

取り組んだ結果をぜひかわごえ環境ネット事務

局にお送りください。なお、チェックシートは

埼玉県ホームページからも入手できます。年代

によって「小学校低学年用」「小学校高学年用」

「中学生用」「高校生用」「一般用」の 5つのチ

ェックシートがありますので、家族ぐるみで取

り組んでみてください。 

 

●かわごえ環境ネットホームページのご案内 

 かわごえ環境ネットホームページでは、この

広報「月刊かわごえ環境ネット」をカラーで見

ることができます。印刷が見にくい、写真をカ

ラーで見たいという方は、ぜひご覧ください。

バックナンバーも 2000年 12月のかわごえ環境

ネット会員通信からずっと揃えています。 

 また、Googleカレンダーを使ったイベントカ

レンダーは、本会または会員関連のイベントが

日付を追って一覧できます。月刊かわごえ環境

ネットでは、約 1か月分の行事予定しか一覧で

きませんが、Webでは先の行事も見ることがで

きて便利です。また、表示方法を変えることに

よって、目的の情報を探しやすくできます。ぜ

ひご活用ください。 

http://kawagoekankyo.net/news/ 

 

●編集後記 

◆今月は、「団体会員訪問」をお休みします。ご

了承ください。 

◆この紙面を編集している 8月下旬は記録的な

低温で、すでに紅葉が始まっている状況です。

このような状況で、地球温暖化の話題がトーン

ダウンするという状況がなぜかあります。しか

し、地球温暖化は、夏涼しいからよいとか、冬

暖かいからよいとか、というレベルではない長

期的な傾向でとらえる必要があります。このと

ころ頻発している「ゲリラ降雨」や海外に目を

向ければ海面水位が徐々に上昇しているのは事

実です。 

 川越市は、「（仮称）川越市地球温暖化対策地

域推進計画」を今年度中に策定して、地球温暖

化対策にますます積極的に取り組みます。私が

委員となっている環境審議会でも、川越市長の

諮問を受けて素案に対する審議を行っています

が、私としても、さらなる取組を期待したい項

目が数多くあります。 

 多くの人の意見が行政を動かします。川越市

に対してさらに積極的な取組を期待する人は、9

月 9日（火）までに意見の提出をお願いします。

（こせ） 

 

◆さわやかな秋風とともに、9 月からはいろん

なイベントが開かれます。「高校の文化祭」「市

民文化祭」「市民体育祭」「2008アースデー・イ

ン川越・立門前」「北公民館かんきょう祭り」。

極めつけは「川越まつり」「川越市産業博覧会」

です。人の多く集まるところはゴミの分別、省

エネなど「環境行動の啓発」の格好の場面であ

ります。川越市では「エコチャレンジイベント

認定」制度があります。主催者からの申請待ち

でなく、積極的に行政の方から「エコチャレン

ジ認定」案内を出してはどうでしょうか。 

今は行政の「攻めの姿勢」が求められていま

す。急がれる環境問題では、市民をリードする

行政の積極性が期待されています。 

川越市では「協働指針」制定の懇話会が持た

れ、提言案もまとまり、市民のパブコメを待っ

ています。環境行動こそ「協働」の精神で行動

しなければなりません。秋の多彩なイベントで

環境行動の発展を図りたいものです。  (KT) 
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イベントカレンダー（8月 31日~10月 4日） 
 かわごえ環境ネット主催・共催・出展等の会議・イベント、また、本誌に掲載されている会員関

連のイベントをカレンダー形式で掲載しています。●会員全員が対象、◆の理事会・委員会は、特

に記載がない限り委員が対象、★は会員内外を対象にした公開イベント、◎は会員主催等のイベン

トです。詳細は個別の記事を参照ください。 
日 月 火 水 木 金 土 

31 
◎-9/9「（仮称）
川越市地球温

暖化対策地域

推進計画（素

案）」意見提出 

9/1 
 

2 
◎13:30まち
美化啓発運動 
◎19:00「2008
アースデイ・

イン川越・立

門前」実行委

員会 YMCA 

3 4 
 

5 
 

6 
 

7 
 

8 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 

9 
★9:30（仮称）
川越市森林公

園計画地樹木

調査 

10 
●15:00社会
環境部会 

11 
◎13:30まち
美化啓発運動 

12 
●15:00自然
環境部会 

13 
◎16:00おい
しく・楽しく

農業体験 

14 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 
 

15 16 17 
◆13:00広報
委員会 
 

18 19 20 

21 
◎9:30まち美
化啓発運動 
★9:30（仮称）
川越市森林公

園計画地「キ

ノコの観察

会」 
 

22 
 

23 
 

24 
 

25 
◆15:00理事
会 
◆17:00フォ
ーラム実行委

員会 
◆18:00アジ
ェンダ 21推進
委員会 

26 
 

27 
◎13:30まち
美化啓発運動 
 

28 
 

29 
 

30 
●「エコライ

フ DAY2008」
提出締切 

10/1 
 

2 3 
◎14:00-16:00
川越市環境審

議会（傍聴可） 

4 
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